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雲
南
省
は
略
称
を
「　

」
と
言
い
、
中
国
南
西

部
の
雲う

ん

貴き

高こ
う

原げ
ん

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
南
東
部
は

貴
州
省
、
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
に
隣
接
し
、
北

東
部
は
金
沙
江
を
隔
て
て
四
川
省
に
連
な
り
、
北

西
部
は
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
に
接
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
西
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
、
南
は
ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ

ム
と
国
境
を
接
し
て
お
り
、
四
〇
六
〇
km
の
国
境

線
を
有
し
て
い
ま
す
。
東
西
の
長
さ
は
八
六
四
・

九
km
、
南
北
の
長
さ
は
九
九
〇
km
、
総
面
積
は
中

国
国
土
面
積
の
四
・
一
％
を
占
め
、
三
九
・
四
万
h

（
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
）
あ
り
、
中
国
の
省
、
自
治
区
、

直
轄
市
の
中
で
も
八
番
目
の
大
き
さ
で
す
。
省
内

に
は
、
八
つ
の
民
族
自
治
州
と
八
つ
の
省
轄
市
が

あ
り
、
そ
の
省
都
が
昆
明
市
で
す
。

昆
明
市
は
、
一
市
、
五
区
、
八
県
か
ら
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
市
の
総
人
口
は
五
〇
九
万
人
、
総
面

積
は
約
二
・
一
万
h
（
東
京
都
の
約
一
〇
倍
）
で
す
。

市
内
の
中
心
海
抜
は
一
八
九
一
m
あ
り
、
年
間
の
平

均
気
温
は
一
五
度
と
一
年
を
通
じ
て
暖
か
い
た
め

「
春

し
ゅ
ん

城じ
ょ
う

」、
常と

こ

春は
る

の
ま
ち
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
昆
明
市
は
、
湿
度
、
日
照
時
間
、
霜
期
間
が

短
い
た
め
、
植
物
の
生
長
に
適
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
切
花
の
生
産
量
は
、
中
国
全
土
の
約
六

割
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
お
り
、
重
要
な
産
業
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昆
明
市
は
、
海
外
と
の
交
流
も
盛
ん
で
、

神
奈
川
県
藤
沢
市
の
ほ
か
に
も
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
市

（
ス
イ
ス
）、
シ
ェ
ー
ウ
ェ
ン
市
（
モ
ロ
ッ
コ
）、
デ
ン

雲南省昆明市

北京雲南省昆明市
北京事務所所長補佐　牛丸　剛一（高山市派遣）

　雲南省は古くから中国と東南アジアや南アジアを結ぶ重要な中継地
であり、東洋文化と西洋文化の接点です。2000年あまり前に存在し
た「西南シルクロード」は、かつて四川省から雲南省を経由して、東
南アジア、中央アジアやアラビア地域と西洋諸国へと伸びる重要な交
易路となっていました。

バ
ー
市
（
ア
メ
リ
カ
・
コ
ロ
ラ
ド
州
）、
ワ
ッ
ガ
ワ
ッ

ガ
市
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）、
コ
チ
ャ
バ
ン
バ
（
ボ

リ
ビ
ア
）、
チ
ェ
ン
マ
イ
市
（
タ
イ
）
マ
ン
ダ
レ
ー

市
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）、
ニ
ュ
ー
プ
リ
マ
ス
市
（
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
）、
チ
ッ
タ
ゴ
ン
市
（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
）
な
ど
一
〇
都
市
と
友
好
姉
妹
都
市
提
携
を
行

っ
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
タ
イ
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
六
つ
の
総

領
事
館
が
あ
り
、
国
際
的
な
窓
口
と
し
て
の
一
面

を
持
っ
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
七
年
度
の
統
計
に
よ
る
と
、
雲
南
省
の

総
人
口
は
四
二
七
〇
万
人
。
そ
の
う
ち
少
数
民
族

の
人
口
が
省
の
総
人
口
の
三
分
の
一
を
占
め
て
い

る
、
少
数
民
族
が
最
も
多
い
省
で
す
。
人
口
五
〇

〇
〇
人
以
上
の
少
数
民
族
が
二
五
も
あ
り
、
そ
の

う
ち
、
一
五
は
雲
南
省
特
有
の
民
族
で
す 

。

し
か
し
、
昆
明
市
内
で
す
れ
違
う
多
く
の
人
々

は
普
段
、
民
族
衣
装
を
着
て
い
な
い
た
め
、
何
族

な
の
か
聞
か
な
け
れ
ば
外
見
か
ら
判
断
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

昆
明
の
歴
史
は
古
く
、
旧
石
器
時
代
の
三
万
年

前
に
は
既
に
市
内
南
部
に
あ
る　

池ち

（
中
国
で
六

番
目
に
大
き
い
湖
）
の
周
辺
に
は
人
が
住
ん
で
い

ま
し
た
。
一
二
五
四
年
に
フ
ビ
ラ
イ
の
派
遣
し
た
モ

概
況

中国

少
数
民
族

昆
明
の
歴
史

で
ん

で
ん
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易
会
（
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｍ
２
０
０
７
）
」
が
二
〇
〇
七
年

一
一
月
一
日
（
木
）
〜
四
日
（
日
）
ま
で
の
期
間
に

行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
中
国
で
は
有
名
な
旅

行
見
本
市
で
あ
り
、
上
海
市
と
昆
明
市
で
交
互

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

過
去
の
実
績

①
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｍ
２
０
０
５
（
雲
南
省
昆
明
市
開
催
）

　

・
出
展
者
… 

八
一
の
国
・
地
域
か
ら
三
一
〇
〇

団
体
が
参
加

　

・
来
場
者
…
約
七
万
人

②
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｍ
２
０
０
６
（
上
海
市
開
催
）

　

・
出
展
者
… 

九
一
の
国
・
地
域
か
ら
二
三
〇
六

団
体
が
参
加

　

・
来
場
者
…
約
七
・
五
万
人

こ
の
よ
う
に
昆
明
市
は
、
観
光
に
力
を
注
い
で

テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
女

子
マ
ラ
ソ
ン
の
野
口
み
ず
き
選
手
が
高
地
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
地
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
る

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ほ
か
に
も

海
外
の
有
名
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
キ
ャ
ン
プ
を
行

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

 　

ま
た
、
昆
明
市
に
は
ア
ジ
ア
で
も
有
名
な
ゴ

ル
フ
場
が
あ
り
、
日
本
、
韓
国
、
香
港
か
ら
の
ゴ

ル
フ
ァ
ー
が
数
多
く
訪
れ
ま
す
。
こ
の
ゴ
ル
フ
場

は
標
高
が
高
い
場
所
に
あ
り
、
普
段
よ
り
一
〇
％

ほ
ど
遠
く
に
ボ
ー
ル
が
飛
ぶ
た
め
人
気
の
ス
ポ

ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（３） 
昆
明
市
で
は
、
中
国
国
家
旅
遊
局
が
中
心
と
な

っ
て
開
催
す
る
「
二
〇
〇
七
中
国
国
際
旅
遊
交

ン
ゴ
ル
軍
に
よ
り
、
当
時
南な

ん

詔し
ょ
う

国こ
く

の
都
で
あ
っ
た

　

闡せ
ん

城じ
ょ
う

が
占
領
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
二
七
六

年
に
雲
南
行
省
が
設
置
さ
れ
、
　
闡
城
は
昆
明
県

と
な
り
ま
し
た
。

日
本
と
雲
南
と
の
交
流
は
か
な
り
以
前
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
し
た
、
一
四
世
紀
、
日
本
の
僧
九
人
が

雲
南
省
の
大
理
を
訪
れ
、
仏
教
寺
院
で
仏
法
と
漢

文
を
学
び
、
こ
れ
ら
の
僧
が
入

に
ゅ
う

寂じ
ゅ
く

し
た
後
、
現
地

の
白ば

い

族ぞ
く

が
彼
ら
を
白
族
の
神
の
山
│
蒼
山
に
葬

り
、
日
本
を
は
る
か
望
む
東
向
き
の
墓
塔
を
建
立

し
た
こ
と
が
史
料
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

（１） 
昆
明
市
は
、
中
国
で
も
有
名
な
観
光
都
市
で
あ

り
、
自
然
景
観
と
し
て
西
山
公
園
（
龍
門
）
、
九

郷
（
鍾
乳
洞
）
等
の
名
勝
地
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
中
で
も
カ
ル
ス
ト
地
形
で
有
名
な
「
石
林
」

は
、
二
〇
〇
七
年
六
月
二
七
日
に
世
界
自
然
遺

産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
雲
南
省
で

「
麗
江
古
城
（
注
１
）
」
や
「
三
江
併
流
の
保
護
地

域
群
（
注
２
）
」
に
次
い
で
三
番
目
、
中
国
国
内
で

は
、
三
四
番
目
の
世
界
遺
産
と
な
り
ま
す
。

　

 　

ち
な
み
に
、「
麗
江
古
城
」
は
中
国
人
気
観

光
地
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
海
南
省
三
亜
、
四
川

省
九
寨
溝
に
つ
い
で
ベ
ス
ト
３
に
入
り
ま
し
た
。

（２） 
昆
明
市
は
、
前
回
二
〇
〇
四
年
に
行
わ
れ
た
ア

（
注
１
）
麗
江
市
の
旧
市
街
地
（
一
九
九
七
年
認
定
）

（
注
２
）
雲
南
省
北
西
部
を
流
れ
る
金
沙
江
（
長
江
上
流
部
）
、
瀾
滄
江

（
メ
コ
ン
川
上
流
部
）
、
怒
江
（
サ
ル
ン
ウ
ィ
ン
川
上
流
部
）
が
平
行
に
流

れ
る
、
独
特
の
自
然
地
理
区
域
を
指
す
（
二
〇
〇
三
年
認
定
）　

観
光
戦
略

c麗江古城

c石林

ぜ
ん



自治体国際化フォーラム　Oct.  2007　26

お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
が

見
込
ま
れ
る
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昆
明
市
に
は
、
昆
明
国
際
空
港
が
あ
り
国
内
外

合
わ
せ
て
一
〇
〇
以
上
の
路
線
を
開
設
し
て
い
ま

す
。日

本
か
ら
は
、
一
九
九
九
年
に
昆
明
市
で
開
催

さ
れ
た
世
界
園
芸
博
覧
会
を
機
に
大
阪
│
昆
明
の

直
行
便
が
開
通
し
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
日
本
か
ら

昆
明
へ
向
か
う
観
光
客
は
延
べ
一
三
万
四
〇
〇
〇
人

に
達
し
ま
し
た
。

一
時
こ
の
直
行
便
が
停
止
し
た
た
め
、
日
本
か
ら

の
観
光
客
数
が
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
が
、
二
〇

〇
六
年
一
二
月
に
再
開
し
、
二
〇
〇
七
年
一
〜
五
月

に
雲
南
省
に
訪
れ
た
日
本
人
観
光
客
数
は
延
べ
六

万
人
以
上
に
達
し
、
昨
年
同
期
に
比
べ
て
五
五
％

増
と
順
調
に
観
光
客
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
開
発
が
進
ん
で
い
る
昆
明
か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ

の
国
際
道
路
（
二
〇
〇
七
年
中
に
完
成
予
定
）
や

昆
明
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
結
ぶ
国
際
鉄
道
（
建

設
中
）
な
ど
に
よ
り
空
路
・
陸
路
と
も
に
充
実
し
、

昆
明
市
は
、
東
ア
ジ
ア
と
南
ア
ジ
ア
を
連
携
す
る

経
済
貿
易
の
中
心
地
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

昆
明
市
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
の
人

口
増
加
と
経
済
発
展
に
対
応
す
る
た
め
、
市
内
に

あ
る　

 

池
を
中
心
と
し
た
「
一
湖
四
環
」
と
い
う

取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

① 

湖
を
取
り
囲
む
よ
う
に
全
長
一
一
四
km
の
環
状

道
路
を
建
設
（
約
八
六
億
元
の
投
資
を
行
う
）

② 

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
（
湖
の
沿
岸
部
を
東
西
南

北
の
四
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
、
開
発
を
進
め
る
。

こ
の
新
し
い
ま
ち
の
計
画
人
口
は
、
四
五
〇
万

人
を
想
定
し
て
い
る
）

③ 

排
水
溝
敷
設
・
鉄
管
埋
設
や
下
水
処
理
施
設
を

建
設
（
生
活
排
水
や
工
場
排
水
が
増
え
湖
の
水

質
が
悪
化
し
た
た
め
、
日
本
の
円
借
款
事
業

〈
第
一
期
と
第
二
期
を
合
わ
せ
て
約
二
三
〇
億

円
〉
に
よ
る
水
質
改
善
を
行
う
）

　

ま
た
、
今
年
度
は
当
協
会
の
自
治
体
国
際
協
力

専
門
家
派
遣
事
業
（
注
３
）
に
よ
り
水
環
境
保
護
の

専
門
家
を
昆
明
市
に
派
遣
し
、
技
術
交
流
を
図
る

計
画
が
あ
り
ま
す
。

④ 
湖
の
生
態
環
境
を
改
善
（
開
発
に
よ
っ
て
開
拓

さ
れ
た
田
・
畑
を
湖
に
戻
し
、
護
岸
整
備
と
緑

化
の
推
進
を
行
う
）

こ
の
政
策
に
よ
り
昆
明
市
内
中
心
部
へ
の
人
口

集
中
に
よ
る
渋
滞
緩
和
や
湖
の
水
質
改
善
を
行
い
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

昆
明
市
は
、
西
部
大
開
発
政
策
の
進
展
に
よ
り
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
、
隣
接
す
る
国
と
の
辺
境

貿
易
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
好
景
気
に
沸

く
中
国
に
お
い
て
今
後
、
経
済
・
観
光
を
中
心
と

し
た
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
地
域
の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

c昆明市内

湖
を
活
か
し
た
取
組
み

c　池湖畔

発
達
す
る
交
通
網

（
注
３
）
日
本
の
自
治
体
関
係
者
が
有
す
る
技
術
や
知
識
を
国
際
協
力

の
分
野
で
有
効
に
活
用
し
、
海
外
の
現
地
に
お
け
る
技
術
力
の
向
上
や
人

材
の
育
成
に
寄
与
す
る
た
め
、
海
外
の
地
方
自
治
体
等
の
要
請
に
基
づ
い

て
、
自
治
体
国
際
協
力
専
門
家
と
し
て
派
遣
す
る
事
業
。
（
一
九
九
八
年
度

か
ら
実
施
し
て
お
り
、
二
〇
〇
六
年
度
ま
で
に
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に

五
一
人
の
専
門
家
を
派
遣
）


